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【要旨】
児童生徒の問題行動が多様化、重層化していくなかで、実効性のある組織的・体系的な
生徒指導を展開することが求められている。そのためには、教職員間の同僚性・協働性に
基づく組織的生徒指導体制の構築が不可欠の前提となる。そこで、本実践研究においては、
学校を学び続ける組織とすることが実効性のある生徒指導体制の基盤となると考え、P.セ
ンゲの「学習する組織論」に基づく校内研修を、筆者、メンター (連携協力校生徒指導主
事)、 大学指導教員との協働で開発・実施した。
全教職員を対象に参加型の校内研修「理想の学校」を実施し、教職員一人ひとりが自ら
の価値観を省察するとともに、お互いの価値観の相違を相互理解し、学校組織全体のビジ
ョンの策定・共有、取り組みの具体化を図るための協議を行つた。研修を通じて、生徒主
体で「授業の約束事づくり」を行うことが決定された。メンター、管理職が中心となり、
筆者、大学指導教員との協働のもと、全校授業「授業の約束事づくり」が開発され、学校
長が授業者となり実施された。
校内研修及び全校授業実施後に全教職員に対して、アンケー トとインタビューを行つた
ところ、生徒指導場面、授業場面における個々の教員の意識と行動の変容と、教員集団が
学び続ける組織へと変容を遂げつつあることが確認された。個々の教職員の指導観および
教育観の相互理解が促進され、次なる手立てを考えるためのコミュニケーションが活発に
行われるようになってきたこと、また、お互いの指導観や教育観を問い直す雰囲気が生ま
れてきたことなどから、校内研修の核である「ダブル・ループ学習」の一定の定着が図ら
れたものと捉えることができる。
なお、本実践研究における校内研修の開発・実施は、学校現場と教職大学院との連携・
協働の一つのモデルを示していると捉えることができる。
1 問題の所在と研究目的
(1)問題意識
教員一人で行う教育活動には限界がある。ましてや、子どもたち一人ひとりの課題やニ
ーズを把握したうえで多面的に指導・援助を行う生徒指導においては、各教員がそれぞれ
の個性や持ち味を活かすことは勿論、組織的な働きかけを行うことは不可欠なことである。
したがつて、教員間で相互に学び合い、切磋琢磨して個々の指導力の向上と対応の組織化
を図る機会が重要となる。複雑な生徒指導上の課題が山積する今、教員間の個性や経験の
違いを活かしながら、お互いが指導の幅を広げ、子どもたちのために充実した生徒指導を
進めることが求められる。
研修やケース会議、職員室での日常会話など、様々な場面において、教員同士がお互い
から学ぶことは多い。自らの指導方法をリフレクション(省察)するとともに、新たな指導
方法に出会う機会でもある。また、一人では結論に至ることのできない課題の解決につな
がることもある。大学や大学院、研究機関、あるいは書物で学んだ理論を実際の教育活動
場面に活かし、実践している教員も、実践経験から理論の構築をめざしている教員も数多
く存在している。限られた時間と資源のなかで教員が成長を遂げていくには、教員相互で
切磋琢磨しながら、組織として体系的に学び続けていくことが効果的であると思われる。
このような教員相互の学び合いにおいて重要なことは、教職経験年数や年齢の差を超え
て学び合うことである。教育の現場において、経験が価値のあることは勿論である。とり
わけ新人教員や若手教員にとつては、ベテラン教員の経験から学ぶことは多い。しかし、
ベテラン教員に経験に基づく知の更新を促し、学校現場に新しい風を吹き込むという視点
に立てば、新人教員や若手教員の存在が学校全体の教育活動の充実に向けて寄与すること
も少なくないと思われる。したがつて、学校全体で組織として、教員同士がお互いを認め
合いながら、不断に学び続けることが求められているのではないだろう力、
(2)生徒指導の現状と課題
高度情報化、グローバル化の進むなかで、生徒を取り巻く社会状況や環境は急激に変化
している。スマー トフォンやタブレット端末の普及により、人々はこれまで以上にネット
とかかわる時間が増加し、FacebookやLINE等のSNSの発展により、いつでもどこでもあ
らゆる人々とつながることが可能な社会へと変化している。こうした社会の変容のなかで、
生徒の問題行動も多様化、重層化し、学校教育現場では、対応の困難さが増している。ネ
ットを介したいじめや暴力行為の増加、少年による凶悪犯罪やいじめを苦にした自殺等、
深刻な問題状況のなかで、対応すべき生徒指導上の課題も多様化している。
生徒指導は、本来、各教科 。領域をはじめ、学校における日常生活のあらゆる場面にお
いて、体系的 0計画的に行われる教育活動である。しかし、問題行動への対症療法的な指
導に終始している場合も少なくなく、開発的・予防的な生徒指導が十分に行われていると
は言い難い状況にある。困難な問題解決に向けての生徒指導を進めるにせよ、開発的・予
防的生徒指導の充実を図るにせよ、その具体化にあたつては、組織的・体系的な生徒指導
が全校的な取り組みとして行われることが不可欠であると思われる。
また、中央教育審議会・教員の資質向上特別部会(2011)において、「今後 10年間に教員
全体の約3分の1が退職し、経験の浅い教員が大量に誕生」すると報告されている。学校
教育現場において退職者と新規採用者の増大による教員層の大幅な入れ替わりが生じるた
め、生徒指導の考え方やスキルの継承・発展が喫緊の課題となつている。全教職員におけ
る実効性のある組織的な生徒指導体制を展開するために、教職員間の同僚性・協働性の構
築が求められているのである。
(3)研究目的
同僚性・協働性を基盤とする実効性のある組織的生徒指導体制の構築を図るうえで、校
内研修が果たす役害1は大きい。
岸本・久高(1986)によれば、校内研修は、「子どもの期待されるべき成長・発達を促進す
るために、学校として組織的・継続的に取り組み、教師一人ひとりの職能成長と、集団と
しての成長の伸長を促進し、かつ、教師集団の協働態勢を促し、さらには学校の経営、組
織革新へと結びつく研修活動である」と定義される。また、校内研修の機能として、「①教
師一人ひとりの職能成長、②教師集団としての成長と協働態勢の促進、③学校の経営、組
織革新」の3点をあげられている。
では、組織的生徒指導体制の実効性を高める校内研修とは如何なるものなのであろうか。
実効性とは、学校の組織力に他ならない。その組織力の向上の核となるのが、「省察的な学
習能力」と「省察的な自己更新力」である。曽余田(2010)はセンゲの組織論に依拠し、組
織力の向上を図るには、「意味や価値のある教育や学校を探求しようとする姿勢」と「対話
的なコミュニケーションの質」によるところが大きいと指摘している。本実践研究におい
ても、セングの理論を基盤とし、教員が自らの価値や暗黙の前提を省察するきつかけとな
るような校内研修の在り方について検討を行う。研修を通して、教員相互の経験を共有し、
生徒指導の新たな知を生み出すべく学び合うことにより、実効性のある組織的・体系的な
生徒指導を推進する体制の土台が築かれるのではないかと考えている。
・
よつて、実効性のある組織的生徒指導体制の構築を図るための校内研修プログラムを開
発・実施することが本実践研究の目的である。開発にあたつては、P.センゲ(2011)の「学
習する組織論」及び、C・アージリス(2007)の「ダブル 。ループ学習」の考え方を参考とす
る。
2 研究の方向性―学習する組織としての学校づくりを目指して
(1)学習する組織とは何か
曽余田(2011)はアージリスとショー ンの理論に依拠して、組織学習のあり方について次
のように指摘している。組織学習を推進していくのであれば、「児童生徒が悪い、家庭が問
題だ、それらにどう対応するかと問題を外的環境のせいにするよりも、自分たち(学校ない
し教職員)の実践のあり方やその前提にある枠組みや価値(教育観や子ども観など)を見つ
め直す必要がある。自分たちの実践を批判的に省察し、学校の問題に無意識に影響を及ぼ
している側面を見つけ出し、自分たちの行動を変革することである」というのである。問
題解決だけでなく、問題設定の適切性を問い直すことが重要なのである。つまり、「ダブル・
ループ学習」を促進することのできるスタンスと力をもつた組織こそが、実効性のある組
織である。
では、「ダブル・ループ学習」とはどのような学習を指すのであろう力、COアージリス
(2007)によると、「シングル・ループ学習」とは、日標や望ましい結果に対して不一致を発
見した際、講じてきた手立てを見直すことを指す。
□      □
清掃場所の細分化
清掃場所の評価
個々の生徒へ役割付与
図1 学校における「シングル・ループ学習」の例
学校における清掃活動を例に「シングル・ループ学習」について考えてみる。生徒のな
かには、清掃活動に取り組まない者や教員の指導に従わない者も少なからず存在する(行為
と結果の不一致)。 そうした生徒に対して教員はあらゆる手立てを講じて、清掃活動に取り
組むよう指導する。清掃場所の細分化や清掃状況の評価、生徒への役割付与、教員の監督
強化などである。このように生徒が清掃活動に意欲的に取り組むようになるために手立て
を見直していくことが「シングル 。ループ学習」である。
「ダブル・ループ学習」とは、日標や望ましい変容に対して不一致を発見した際、組織
の枠組みや価値そのものの適切さを吟味し再構成することで不一致を修正する学習であり、
自らの枠組みや価値を問い、自分たちがどのように物事を認識しているかを省察する学習
である。この「ダブル・ループ学習」を学校での生徒指導にあてはめると図2のようにな
る。生徒に変容を促すために何らかの手立てを講じたが、教員が意図するものとは異なつ
た結果となつた場合、手立てを見直すのではなく、その手立てを行うに至った学校の思考
の枠組みや前提となる価値の見直しを行うという営為である。
〈生徒指導実践〉
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計画(Plan)
日本票(Goal)
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―
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暗黙の前提
図2 学校における「ダブル・ループ学習」の例
ここでは制服指導を例に挙げて「ダブル 0ルー プ学習」の実際について考えてみる。明長
装の乱れは心の乱れ」とも言われるように、制服には正しい着方が決められていて、制月艮
の乱れを発見した際には、教員は乱れを正すための指導を行う。指導された生徒はその場
で制服の着方を直したり、身だしなみを整えたりする。しかし、こうした制服指導は、そ
の場限りの指導にとどまり、制服を正しく着用するという目標をなかなか達成できないこ
とも少なくない。このとき教員は生徒が正しく制服を着用するように新たな指導を行う。
例えば、朝のホームルームで服装チェックを行うことや啓発ポスターの作成、または生徒
による呼びかけなどである。このように教員は目標の達成に向け、指導方法の見直しと変
換を図る。だが、このような指導方法の見直しと変換だけでは、「ダブル・ループ学習」と
は成り得ない。なぜならば、制月風指導そのものの必要性や意味について問い直していない
からである。自分たち(教員)はなぜ制服指導をするのか、また、学校には、なぜ制服があ
り、正しく着用しなければならないのか、までを問う必要がある。組織の枠組みや自明と
されている価値を問うことこそが、「ダブル・ループ学習」に他ならない。
あらためて、清掃活動に関して両者を比較して違いを明ら力ヽ こしたい。「シングル・ルー
プ学習」では、生徒が清掃活動に取り組むよう手立てを模索し、講じる。しかし、「ダブル・
ループ学習」では手立てを見直すだけではなく、清掃活動の在り方そのものを問い直すこ
とから始める。つまり、「シングル・ループ学習」では「清掃活動ありき」で手立てを見直
すのに対して、「ダブル・ループ学習」では「なぜ清掃活動を生徒が行うのか」、あるいは
「なぜ学校には清掃活動があるのか」という清掃活動そのものを問い直していくことにな
る。メンタル・モデル←いの奥底にある人間や世界に対するイメージや仮説)や暗黙の前提
を問い直していくことこそが、「ダブル・ループ学習」の根幹である。
P.センゲ(2011)は、上記の概念の体系化を図り、学習する組織を、「変化を迫る環境から
の外的な圧力以上に、自分たちで生み出した内的圧力を基盤として」、「自らの未来を想像
する能力をたえず高めていく組織」であると定義している。言い換えれば、「自分たちが本
当に望んでいる結果を生む能力をたえず高めていく組織、革新的で発展的な思考パターン
が育まれる組織、共通の志が自由にはばたく組織、ともに学び方をたえず学びつづける組
織」である。現在の学校において、自らの未来を創造する能力を高める生成的学習を続け
る組織を構築すること、つまり、「学習する学校」の構築が求められているのではないだろ
う力、
(2)学習する学校のディシプリン
P.センゲ(2014)は「学習する組織」を基盤に、「学習する学校」の構築を図るためには、
次のディシプリンを満たすことが必要であると指摘している。ディシプリンとは、学習し
修得すべき理論および技術の総体のことであり、実践するために学び、習得しなければな
らない理論と手法の体系である。つまり、学習する組織の中核をなす領域を指す。
① 自己マスタリー :個人のビジョンを明確にし、生み出したい未来に辿り着くための攻
略や指針を共有する。
② メンタル・モデル :メンタル・モデルにおいて各個人の認識の省察を行う。
③ 共有ビジョン :お互いに本質的に異なる日標や声明のすべてを整合的に調整する。
④ チーム学習 :組織としてエネルギーや行動を共通の目標を達成するために使い、集団
的思考のあり方を変質させる。
⑤ システム思考 :上記の活動を通して、相互依存性や変化をよりよく理解し、自分たち
の行為によつておこる帰結を形作つている諸々の力に対して、より効果的に応じられるよ
うになる。
3 学習する組織の構築を図るための校内研修「理想の学校」の開発・実施
6
校内研修の在り方について、中央教育審議会答申(2006)において、「各学校においては、
魅力ある職場づくりを進めるため、教員同士が学び合い、高め合つていくという同僚性や
学校文化を形成することが必要である。このため、個々の教員の能力向上だけでなく、学
校におけるチームワークを重視し、全体的なレベルアップを図るという観点から、校内研
修の充実に努める必要がある。また、有機的、機動的な学校運営が行われるよう、校務分
掌などの校内組織の整備や、個々の教員の知識 0経験を他の教員も共有できるよう校内体
制づくりを進めていく必要がある」と述べられている。
また、佐野(2010)は、校内研修の意義は、同じ学校に勤務する教職員が研修にともに参
加することを通じて、教職員個々人の資質能力の向上に寄与するのみならず、勤務する学
校の組織開発そのものに貢献することが期待されるところにあると指摘している。
個々の教員の力量の向上と学校組織開発を並行して進めるための研修としては、問題解
決のプロセスに全教職員が協働して関わる参加型の研修が有効であると思われる。学校内
で起こった(あるいは、起こるであろう)事象をとり上げ、それに共通して直面している教
職員が、自らの問題として主体的にとりくむことができるような校内研修である。
本実践研究においては、A中学校において、学習する組織としての学校づくりを目指し
て、P.センゲの「学習する組織論」を参考に、校内研修の在り方について検討を行う。な
お、A中学校は、近畿圏にある公立中学校で、数年前に暴力行為が発生するなど、生徒指
導上の課題が多くみられる小規模校(生徒 184名、教職員20名)である。
(1)校内研修「理想の学校」の開発・実施までの経過
1)学校の生徒指導上の課題を生む背景についての分析
2013年度の校内研修で行われたSWOT分析によつて得られた情報をふまえたうえで、筆
者自身が行つた参与観察と生徒指導主事(連携協力校メンター)との協議を通して、A中学
校の現在の生徒指導上の課題を生む背景について検討を行つた。その結果、次のような現
状が浮かび上がった。
①教員及び教員集団の強み
・教員数が少なく情報が共有しやすい
・新任教員が多く、フットワークが軽い
。個々には生徒に向き合っている教員が多い
②教員及び教員集団の弱み
。生徒指導の決まりがあいまいで統一感がない
・統一した生徒指導方針がない
・教員個々に危機意識の相違がみられる
・現状を変えることに関して意識に開きがある
。新規採用者の増加により、生徒指導の考え方やスキルの継承 。発展が困難である
。教員間の会話が少ない
・職員室の雰囲気が重い
。学校いじめ防止基本方針の共有が図られているか定かではない
教職員間の意識の相違から統一した生徒指導方針が共有されていないという現状をふま
え、学校全体としての生徒指導目標をあらためて確認するために、研修テーマを「理想の
学校」とし、「A中学校を理想の学校にしていくためには、今何が必要か」を教職員全員で
協議する参加型の校内研修を企画することにした。事例研究を行つてきたが、全教職員間
で日標の共有ができていないという反省から、生徒指導方針を全教職員で決定することで、
生徒指導目標の共有化を図り、実効性のある組織的な生徒指導体制の構築をめざすことが
研修の目的である。そのために、筆者、生徒指導主事(メンター)、 大学指導教員との協議
を重ね、校内研修の具体化を図つた。
2)校内研修「理想の学校」策定までの具体的な経過
校内研修「理想の学校」は、2014年月～8月までの期間、筆者と生徒指導主事(連携
協力校メンター)との週2回の協議、及び節目節日で大学指導教員を交えての検討を通じて、
開発を進めた。 7月に、作成した原案を基に、大学で現職教員及び大学院生を対象に2回
のシミュレー ションを行つた。1回日のシミュレー ションは、学校外の生徒指導経験の豊
富な現職教員を対象に筆者がファシリテーターとなり研修を行い、原案の精緻化を図つた。
2回目のシミュレー ションでは、教職大学院で生徒指導を学ぶ現職教員 。ストレー トの院
生に、校内研修実施者であるメンターが加わり、メンター自身が参加者の立場で研修を体
験するようにした。このように、校内研修 「理想の学校」は、筆者、メンター、大学指導
教員、そしてシミュレー ション参加者の協働により開発されたものである。
校内研修「理想の学校」の実施にあたつては、研修実践者自身の「ダブル・ループ学習」
についての理解と思考の変換が求められる。筆者はもとより、メンターも研修の協働構築
の過程において、2人の日常的な議論や第二者(A中学校の管理職をはじめ他の職員、A中
学校以外の教育関係者など)を交えての対話、大学院における学びへの参加などを通じて省
察を深め、思考の変容が徐々に促されていつたと考えることができる。
① テーマ決定までの経過
校内研修で扱う内容は、「A中学校のめざす理想の学校とは何か」である。A中学校では、
生徒会が「理想の学校とは何か」についてのアンケートを行い、アンケー トの結果の集約
を基に、理想の学校の実現に向けて生徒会や委員会を中心に取り組みが進められている。
具体的には、生徒が周りの生徒の日常の行動でよかつたこと、されてうれしかつたことを
発表する「いいとこさがし」といった活動である。生徒の主体性が十分に発揮されるまで
にはまだステップが必要であり、教員はサポー ト役としてかかわっている。しかし、考え
てみると、生徒の願う「理想の学校」に対して教員はどのようにとらえているのか、また、
教員自身が願い、思う「理想のA中学校とは何か」ということについての議論がなされた
ことはなかった。
そこで、校内研修「理想の学校」においては、教職員全員で理想の学校について協議す
ることを通して、教員間の教育観や指導観の相互理解と教育目標や生徒指導方針の共有化
が図られることをめざした。これまでの指導方針・指導方法を問い直し、経験から培われ
てきた思考や認識の枠組みについての批判的志向を通じて省察を深め、さらに最終的には、
議論するだけにとどまらず、理想の学校の実現に向けた、日標や方針の決定、それに基づ
く具体的な教育活動の展開までを視野に入れた研修として企画を進めた。
A中学校では、生徒指導委員会や事例検討会などを通じて指導方法の見直しを行つてき
たが、指導方針や日標の共有が不十分であるため、一貫した指導が行われていない現状が
みられた。メンターも、「事例研究を行い指導方法のノウハウを研修で学んでも、日標の共
有がなされていないため、研修で学んだことをその後の指導に活かすのが難しい」と指摘
している。生徒指導上の個々の問題について研修や個別の事例研究では、その問題に対し
ての議論の深まりは見られるが、そこでの学びを他の問題解決へと活かしきれない点に課
題がみられた。そこで、特定の生徒指導上の問題をとりあげて指導方法の見直しやスキル
の習得をめざすのではなく、指導方針や日標の根底的な見直しと共有化を図ることが、A
中学校の生徒指導における喫緊の課題であると考え、「理想の学校」を研修テーマとするこ
とにした。
②研修方法の決定までの経過
研修方法の特徴としては、次の4点があげられる。
a「理想の学校」の実現に向けた手立てをどれほど実行しているかについて点数化する
校内研修「理想の学校」では、A中学校を「理想の学校」とするために、これまでにど
のような手立てを行つてきたか、あるいは行えているかを点数化する。教員個々が理想の
学校と現在の学校の状況との差を知ること、及び、同僚教員との認識の違いを明確に相互
理解することを意図した。個々の教員の指導方法を点数化するのではなく、あくまでも現
在の学校が理想の学校に対してどれほどの手立てを実行に移せているのかを評価する。現
職教員とのシミュレー ションを通じて、学校の現状に対する捉え方の違いを共有するには
これまでの指導方法を点数で明記することが効果的であると考えたからである。
b自明とされてきた認識の枠組みや価値観を問い直すための視点や立場の変換
これまでの指導方法の批判的な見直しは、ややもすると自分たちの教育活動に対する否
定のように受け取られる可能性があり、参加した教員にかかるストレスが大きくなること
が予想される。実際に現職教員とのシミュレー ションを行つた際に、指導方法を批判的に
見直すことに抵抗感があるとの意見が出された。そこで、校内研修「理想の学校」におい
ては、これまでの指導方法の批判的な見直しを直接行うのではなく、自明とされてきた認
識の枠組みや価値観を問い直すために、視点あるいは立場そのものの変換を図ることにし
た。具体的には、教員としての視点から生徒としての視点への変換を試みた。
c「ダブル・ループ学習」をふまえた今後の指導方針の協議
指導方針の決定は、「生徒の視点」に立ったときに導き出される意見を参考に全職員で行
うことにした。教員の立場や視点から出された意見を参考に今後の指導方針を決定すると、
これまでに行われてきた指導の継続や応用となる可能性がある。それでは、自明とされて
いる認識や価値観の問い直しを図る「ダブル・ループ学習」にならない。そこで、生徒の
立場 。視点から意見を出すことで、教員としての発想からシフトし、そのうえで、今後の
指導方針の決定を行うことにした。
dグループ活動を基盤にした全教職員による指導方針の決定
出された意見や今後の方針など、意見を集約・決定する際には、グループ活動の積み上
げのうえで、全教職員で行うことにした。すべての教職員が決定事項に対して参画し、コ
ミットすることを目的としたからである。佐古(2008)も指摘するように、学校組織は疎結
合という組織特性を有し、個々の教員の裁量性に重きが置かれている。そのような組織特
性をふまえたうえで、「学習する学校」へと変容を促していくには、協議における教職員間
の相互作用と決定過程への全教職員の参画が必要である。そのために、グループでの活動
を研修の中心に据えた。
以上の点に留意して、校内研修「理想の学校」の開発を行つた。
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(2)校内研修「理想の学校」の目的と概要
A中学校では、学校教育目標に沿つた全校的な生徒指導方針が定められているが、実際
の運用においては、各学年及び各教員の裁量に任されているところが大きい。学年によつ
て生徒の抱えている課題は異なるため、学年ごとに個々の生徒指導方針が設定され、具体
的な手立てを講じている。しかし、各学年の生徒指導方針や各教員の生徒観・指導観の違
いに関して、学年を越えての共通理解は行なわれていない。結果として、各学年で行われ
ている指導に対して教員相互が疑間を抱くことになりがちで、全校的な生徒指導を行うこ
とが困難な状況にある。
以上のことをふまえ、本実践研究での校内研修プログラムは、A中学校における理想的
な学校の在り方について協議し、P.センゲ(2011)の「学習する学校」のディシプリン(本
論文pp.5-7)を参考に「学習する組織」の構築を目指すものとした。
(3)校内研修「理想の学校」の実際
1)方法
テーマ :「A中学校における理想の学校とは何か」
「A中学校がこんな学校になつたらいいな」という理想(例:いじめのない学校、明るく元
気な学校、元気な挨拶が聞こえてくる学校など)について協議する
ソフト面(生徒、保護者、教職員への働きかけなど)、 ハー ド面(校舎、環境、制度の整備な
ど)いずれでもよい。
司会進行 :生徒指導主事(メンター)及び筆者
2)研修の主旨
・理想の学校について議論することを通して、学校教育目標をふまえた2学期の生徒指導
目標を設定し、実際に取り組む活動を決定する。
・個々の教員の理想の学校像について自己開示することで、価値観の相互理解を図る。
・実際の活動を決定する過程で、これまでの取り組みについての見直しを行う。
・理想の学校の実現に向け、変革志向で新たな取り組みを策定する。
3)実践内容
① 個人作業(5分)
個々の教員が考える理想の学校について、ポストイットに書き出す。どのような内容で
も構わない。一枚一項目、横書きで記入
② グループ作業(20分)
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あらかじめ学年 0教科・性別等が偏らないように配慮したグループをつくつておく。個
人作業であげられた理想の学校についてグループで話し合う。出された意見を分類して、
カテゴリー 毎にまとめ、特徴が分かるような表札をつける。自分の意見を出すときには一
言付け加えて、模造紙に貼りだす。
グループで分類したそれぞれの理想について、A中学校が現段階においてどれだけ実行
できているかを各個人が10点満点で評価し、それぞれのグループとしての平均点を出す。
点数の低い課題が、達成するには困難を伴うが最も重要な課題であるとみなし、グループ
毎に最重要課題を選択する。
③ 発表(5分)
グループでまとめた最も点数の低い項目を、理想の学校を目指すうえで最重要課題とし
て発表する。理想として考えていることが、実際の行動につながつていないという認識を
共有する。
④ 課題を絞る(5分)
発表をふまえたうえで、理想の学校の実現に向けて達成するには困難を伴うが最も重要
な課題は何かを決定する。選択する基準はグループ活動と同様に、各グループで発表され
た課題ごとに再度グループで点数をつけ平均点を出す。出された点数の1番低いものを、
全体でめざす「理想の学校」とする。
⑤理想の学校の実現のために行つてきた、あるいは行つている手立てを確認する(10分)
A中学校の理想の学校を実現するには、これまでどのような取り組みをA中学校として
行つてきたか、あるいは行つているかを確認する。
教職員全体で選択したA中学校の理想の学校を実現するために、これまで行つてきた、
あるいは現在行つている取り組みや手立てについてグループごとに協議し、確認する。出
た意見については、図3のように表記する。
部活動 自主学習プリント
委員会・生徒会活動の充実一一一ゴ / オープンスクール参加
図3 教師の視点からの理想の学校実現のために行つた、あるいは行つている取り組み・
手立て
⑥ 発表(5分)
グループごとに確認された取り組みや手立てについて発表する。書き出した項目が多い
生徒の自主性向上
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グループから発表を行ない、その後のグループは発表グループとは異なる意見のみを発表
する。自グループとは異なる意見が出た場合、自グループの模造紙に色を変えて書きカロえ
る。
② ダブル・ループ学習について説明(10分)
シンガポールの植物園(既成の枠組みから自由な発想でつくられている)の写真を示し、
「これは何でしょうか」という問いかけの後に、解説映像を流す。常識にとらわれた考え
方を提え直し、新たな考えを発想し、自らがとらわれている概念についての気づきを促す
ことが目的である。そのうえで、ダブル・ループ学習の意味について説明する。
③ 生徒の立場からの手立ての見直し(15分)
⑤であげた取り組み。手立てを、ダブル・ループ学習を参考に見直す。具体的な活動と
しては、教員の立場から考えた「理想の学校」実現のために行つた、あるいは行つている
取り組み・手立てについて、生徒の立場から(自分が生徒だとしたら、どう感じ、どう思い、
何を求めるか)再考する。
外部へ売り込んでほしい一一 失敗してもやらせてほしい
面白い授業をしてほしい  ｀ ― 褒めてほしい
図4 生徒の視点からの理想の学校の実現のために行つて欲しい取り組み・手立て
⑨ 発表(5分)
見直した取り組み 。手立てについて発表する。教員の立場からと生徒の立場からとの発
想の違いに気づき、その気づきを、新たな取り組み・手立てを考案するきつかけとする。
自グループとは異なる意見は色を変えて書き加える。
⑩ まとめ(2学期に実際に取り組む活動の決定)
教員の視点、生徒の視点から考えた理想の学校についての意見のギャップを見比べて、
感想を述べ合う。理想の学校の実現に向け、生徒の視点から考えた意見を参考に、全職員
で2学期に実際に取り組む活動を決定する。
理想の学校について全職員で議論することを通して、また実践活動を振り返る際にこれ
まで述べてきたような問いかけをすることによつて、自らの価値観を振り返るとともに、
研修の場での相互の発言によつて各教員の価値観の相互理解を図ることをめざした。結果
として、「自ら成長していくために、自主的に取り組む生徒の育成」という活動目標が決定
された。
(4)校内研修実施後の感想
生徒の自主向上
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1)主な感想(自由記述)
校内研修実施後の感想で多くあげられていたのが、生徒の視点に立つことの難しさと、
その必要性、重要性である。生徒指導は生徒の自己実現と社会的自立を目指す教育活動で
あるが、実際の学校では問題解決的な生徒指導に偏りがちである。そのため、生徒の視点
からではなく、教員の視点からの指導に終始してしまう。生徒の視点に立つことによつて、
指導の方向性に幅を持たせることの大切さが確認されたと思われる。
次に多くあげられていたのが、価値観の相互理解についてである。「理想の学校」をテー
マに掲げたことで、自分自身の根底にある理想をみつめることができ、グループ活動を通
して、「各教員が抱いている理想についてお互いに知ることができた」、他の教員との価値
観の相互理解を通じて、「新たな視点や自らとは異なる価値観に気づくことができた」との
感想も寄せられた。
なお、点数化という方法についても、点数化することで、各教員の価値観や視点などの
違いが明確になり、価値観の相互理解がより促されるとともに、自分自身の理想や価値観
を見直すことができたとの感想も多くみられた。
以上の感想から、校内研修 「理想の学校」は、自明とされてきた価値観や認識の枠組み
を省察するきつかけとなつたと考えることができる。
2)感想からみえてきたもの
自由記述の感想について、P.センゲ(2014)が重要視する、次の3つの観点から考察する。
aなぜそのアプローチを使っているの力Ъ どういう前提に基づいて使つているの力、
b他の選択を避けているのは、どんな信念、態度、価値観のためか。
c現在の実践の変革を促進するために、思考のどういう点を変える必要があるか。
研修後の感想には、理想の学校に向けての思考や視点の変換への気づきに関する記述が
多くみられた。おそらく、研修内容に視点の変換を促す活動が中心的に組み込まれていた
からであると思われる。これまでは、教員の視点や立場からの指導がほとんどで、指導方
法も固定されがちであった。しかし、今回の研修を通して、理想の学校の実現には、生徒
の視点や立場に立つことが重要であることが教職員間で実感されたものと思われる。考え
る立場や視点の変換を図ることが、理想の学校の実現への第一歩となることが期待される。
このように、現在の実践の変革を促進するための思考の変換(c)については、一定の効果
があったことが、感想から読み取れる。しかし、残り2点(a),(b)については、感想からは、
考え方の深化を読み取ることができなかった。これまでの自らの指導についての省察を十
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分に促すことはできなかつたということである。個々の教員の内面で省察が行われていた
可能性はあるが、指導方針や指導方法の自己開示を行うなどして、集団としての省察を促
すような活動を組み込む必要があると思われる。
(5)理想の学校の実現に向けた具体的なアクション
1)取り組みに向けた議論
校内研修 「理想の学校」のまとめとして、理想の学校の実現に向けた取り組みについて
議論し、具体的な活動内容を決定した。議論のなかで、次に示すような取り組みがあげら
れた。
・ (教員自身が)自分の成長したい姿を見せる。例えば、部活動において、自分の専門でな
くとも、生徒と一緒に活動する。
・創立40周年に合わせた記念行事で、身近な卒業生の講話を行い、キャリアモデルを示す。
・ルール(校則)づくりを生徒が行う。
・生徒が授業を行う。
・生徒を地域人材として活用する(地域の清掃ボランティア)。
これらの取り組みの中から、今回の校内研修ではルール(校則)づくりを生徒が行うとい
う案が多く支持された。しかし、「校則を生徒がつくることの意義は分かるが、生徒がつく
つた決まりをそのまま自分が受け入れられるかどうか自信がない」との意見が出され、教
職員全員が無理なく受け入れられるものとして、校則ではなく、楽しく充実して学ぶため
の「授業のルールづくり」を生徒が行うことが、協議によつて決定された。
「ダブル・ループ学習」の本質は自明とされている価値を問い直し、変革へと繋げるこ
とにある。問い直しから決定された価値が如何なるものであれ、その価値に従つて実践を
行うのが本来である。しかし、教育の公共性と付託された教育の責任という観点からは、
どのような価値であつても許容し、実践に移していくことは現実的に難しい。今回の「ダ
ブル・ループ学習」を基盤とした校内研修「理想の学校」においても、変革に向けての新
たな視点は得られたものの、変革に向けての実践の具体化という点で限界に突き当たつた
と考えることができる。公教育という枠組みのなかでの「ダブル・ループ学習」の在り方
について、一層の検討が必要であると思われる。ただ、新たな発想の視点から、これまで
試みられなかつた具体的なアクションを起こすに至ったことは、「ダブル・ループ学習」の
目指す方向への一歩を踏み出すことができたのではないかと考えている。
2)全校授業「授業の約束事づくり」の目的と概要
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全校授業「授業の約束事づくり」は、全校生徒が自らの学校の授業の受け方に関する約
束事を作成していく授業である。体育館に全校生徒が一同に会し、学校長自らが授業を進
めていった。校内研修後の具体的な取り組みに向けた議論では、授業の「約束事」ではな
く、授業の「ルール」という表現が用いられていた。しかし、「ルール」では守らなければ
ならないという意識が強くはたらき、生徒の自ら主体的に成長していこうとする姿勢は育
まれないのではないか、というその後の職員会議での協議から、「約束事」の決定とするこ
とになつた。授業を楽しく充実したものにするため、生徒自ら守り、自ら取り組んでいく
という約束をみんなでつくるということが含意されている。
取り組みの流れとしては、クラスごとの授業の約束事を作成し、その約束事を実践し、
実践を通して約束事の修正や追加を行いながら、より具体的かつ現実的な約束事を作成し
ていく。さらに2学期から3学期にかけてクラスごとの授業の約束事をクラスごとに実践
し、その後、次年度に向けて、全校としての「授業の約束事づくり」を全校生徒で行うと
いうプロセスがとられることになつた。学校としての新たな授業の受け方のスタイルを確
立していくという、取り組みを生徒主体で進めることによつて、校内研修 「理想の学校」
で掲げた「自ら成長していくために、自主的に取り組む生徒の育成」を図ることが目指さ
れた。(なお、全校授業「授業の約束事づくり」の実際については、Appendixにおいて詳
述する。)
(6)全校授業「授業の約束事づくり」実施後の感想
1)教員の感想から
多くの教員から、「抽象的な意見をどのように取り入れるか」、「なぜその意見にしたのか
を聞き、しっかりと考えたうえで一つの意見にまとめるにはどうすればよいか」、「生徒の
集中力を維持するにはどうすればよかったのか」など、取り組み対する改善点や課題が指
摘された。改善点や課題を指摘することは、自らの行動が生み出した結果を省察するシス
テム思考を実践していると捉えることができる。校内研修 「理想の学校」を行い、全校授
業「授業の約束事づくり」に至る過程において、「学習する組織」のディシプリンが実践さ
れ、A中学校の教職員集団が「学習する組織」へと変容しつつあると考えることができる。
2)生徒の感想から  '
生徒からは、「異学年交流をすることであらゆる学年の意見を聞くことができた」、「あま
り話したことない生徒とも意見交流ができ自分とは異なる意見を持つていることに気づけ
た」など、異学年交流によって考え方の違いが分かつたり、価値観の幅が広がったりした
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という感想が寄せられた。
また、これまでは教員がルールを作り、それを生徒が守るという一方通行による指導が
多かったが、今回は生徒自身で授業の約束事を協議作成したので、「みんなで作つたものだ
から守っていきたい」、「様々な案をこれから少しずつ取り入れて過ごしやすい学校にして
いきたい」、などの感想もみられた。全校授業が、今後の取り組み対する意欲を高める効果
を持つたことが確認された。
一方で、「ルールは教員が決めればいい」、「時間が長く集中が続かなかつた」などの否定
的な意見もみられた。しかし全体的には、生徒自身が決めた目標を、今後意識しながら学
校生活に意欲的に取り組もうとする姿勢が生まれたことが読み取れ、「自ら成長していくた
めに、自主的に取り組む生徒」への第一歩が踏み出されるきつかけになつたと考えること
ができる。
4 総合考察
P.セング(2014)による「学習する学校」のディシプリンに照らして校内研修全体をふり
かえり、その成果と課題について検討を行う。
教職員の感想の記述や行動の変化から、A中学校が「学習する組織」へと変容しつつあ
ることが確認された。多くの教員から、研修を通して、これまでの経験から培われてきた
思考の枠組みや認識に囚われていたことに気づかされたとの感想が寄せられ、また、これ
までの指導が、場合によると生徒の成長の妨げになつていることや生徒の成長に繋がつて
いないことも実感することができたようである。教員が生徒の成長のきつかけをつくろう
と模索しても、結局のところ教員の立場のみから考えた指導に陥ることが多い。生徒の視
点や立場に立って、生徒が成長するために本当に求められる指導や援助は何かを丁寧に議
論する必要があることが確認された。
こうした視点の変換の重要性を実感した教職員の行動にも、少しずつではあるが変容が
みられた。
A中学校教員の教室や職員室での行動観察とインタビューから、次のような研修の効果
が示唆された。
(1)教員の行動の変化
1)生徒指導場面での変容
生徒指導場面では、怠学による不登校生徒へのかかわり方に変化が見られた。これまで
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はそのような生徒に、直接かかわりを持とうとする教員は多いとは言えず、他の生徒の学
習を阻害させないようにという方向で対応が行われていた。問題のある生徒を他の生徒か
ら切り離すような指導や、他学年の生徒に対しては、当該学年の職員に遠慮した表面的な
指導が行われていたきらいがある。個に応じたていねいな指導・援助が行われていたとは
言い難い状況もみられた。しかし、今回の研修を行つたことにより、生徒の視点・立場に
立った対応への変化が見られた。
最も顕著に現れたのが、教職員間の連携である。これまでは主に担任が対応し続け、生
徒指導担当がサポー トに回ることが多かった。それが、同学年の他の教員や養護教諭など
多くの教員がかかわりをもつようになつた。さらに、他の学年との指導の連携についても
議論が交わされた。SWOT分析の結果からもみられるように、各学年それぞれに生徒指導方
針に違いがみられ、十分な連携を図れているとは言い難い状況であつた。しかし、研修後
の生徒への対応においては、各種委員会や会議において、指導方針の情報共有、ならびに
「なぜそのような指導を行ったのか」ということを話し合う場面がみられるようになつた。
実際のルールではこのように決められているが、問題のある生徒をどうにか学校行事や授
業に参カロさせるためにはどうしたらよいかという観点から、指導方針が議論されたりもし
た。その際に、生徒の求めている指導や援助は何か、生徒の願いはどこにあるのかを念頭
に置いた議論がなされていた。問題行動に対する指導という表面的な事象で判断するので
はなく、その指導を行うに至ったプロセスや価値観に目を向ける研修のねらいが、わずか
ではあるが表れてきていると考えることができる。
2')授業場面での変容
教職経験の長い教員は、これまでに何度も同じ単元の授業を行つてきている。そのため、
発問や板書、まとめ方などが、これまでの経験を基に行われることが多い。しかし、今回
の研修を通して新たな授業づくりも行われるようになつた。「生徒にとつてわかりやすい授
業とは何か」、「納得のいく授業とは何か」と生徒の視点に立った授業づくりが行われるよ
うになった。その一例として、調べ学習があげられる。これまでは既習範囲を深めるため
に調べ学習を行つていたが、それはあくまでも教員主導の授業展開のためのものであつた。
しかし、今回の研修後、生徒が授業を行うという授業づくりを行つたケースがある。実際
に考案された指導方法は、生徒が未習内容についてそれぞれが内容項目を選択し、それを
調べ、授業において生徒同士で教え合うというものである。「生徒が授業を行う」という指
導方法が試みられたことは、今回の研修を通じて、学習指導において、これまでの思考や
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認識の枠組みが変換されたことを示す例として捉えることができる。
3)生徒指導に対するメンタル・モデルの共有
今回の研修を通じて、自らの思考の枠組みや認識の省察を図るだけでなく、他の教員の
思考の枠組みや認識についても相互に理解することができたと思われる。生徒指導場面に
おいて表出される教員の行動を、自らの思考や認識を媒介として対象化し、自らを問いつ
つ他の教員の思考や認識を推察しようとする態度がみられるようになつた。自らの思考や
認識の範疇でしか、相手(生徒や他の教員)を判断していなかつたことへの自己覚知が促さ
れたと言えよう。
今回の研修において、表面的な指導場面だけではなく、その指導に至つた思考や認識に
ついても議論を行つたことが、それぞれの教員の指導観を相互理解するとともに、自己の
指導観を批判的に捉える姿勢を生み出すことに繋がつたと思われる。
(2)組織としての学校の変容
「学習する組織論」を参考に開発した校内研修「理想の学校」を行い、理想の学校の実
現に向けて全校授業「授業の約束事づくり」を行つたことは、A中学校が「学習する組織」
へと変容しつつあることの表れであると考えられる。
「学習する組織」とは、「自分たちが本当に望んでいる結果を生む能力をたえず高めてい
く組織、革新的で発展的な思考パターンが育まれる組織、共通の志が自由にはばたく組織、
ともに学び方をたえず学びつづける組織」のことである。A中学校での校内研修「理想の
学校」から全校授業「授業の約束事づくり」の実施に至る経緯は、このような「学習する
組織」に向けて変容しつつあることを示している。その現われの一つとして、教職員間の
コミュニケーションの変化があげられる。
研修全体を振り返ったアンケー トの「研修を行つたことで教員のコミュニケーションに
どのような変化がみられましたか」という質問に対して、「それぞれの教員の立場や考え方
がわかり話やすくなった」、「他の教員がどのようなルールを作つて授業しているか聞く機
会があった」、「これまで以上により様子がわかるようになつた」、などの回答が得られた。
一方では、「コミュニケーションに変化は見られない、これまで通りである」との感想もみ
られたが、個々の教職員の指導観および教育観の相互理解が図られ、次なる手立てを考え
るためのコミュニケーションが行われるようになつてきた点において、校内研修「理想の
学校」はコミュニケーションの変容を促すきつかけとなつたものと思われる。
また、「自らの価値観(指導観、教育観)を具体的にどのように問い直す(見直す)ことがで
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きましたか?」という問いに対しては、「自らの指導観や教育観が明確になり手立てがわか
つた」、「これから生徒を見ようと思えた」、「理想と現実とのギャップを考え直していきた
い」などの回答がみられた。
校内研修「理想の学校」の核である「ダブル・ループ学習」の一定の定着が図られたも
のと捉えることができる。
しかし一方では、「自身の指導観や教育観を省察するまでは至つていない」などの感想も
みられた。グループでの活動を中心に行つたことで、教員間の価値観の相互理解は図れた
が、自身の価値観を省察する作業や活動が不十分であつたためと思われる。
また、「場の変容」が不十分であったことも要因として考えられる。校内研修「理想の学
校」で得た学習に関する知識を活用する場面を創造できていないということである。P.セ
ンゲ(20011)は「偉大なチームは偉大なチームになることを学習」したと指摘している。獲
得した知識を新たな取り組みを行うことで深化させ、その結果から更なる知識の内面化を
図るという「場の変容」を促すこと、獲得した知を活用する場をどう創造するかが、今後
の課題である。
5 おわりに
本実践研究では、実効性のある組織的生徒指導体制の構築を図るために、「学習する組織
論」を基盤に、校内研修「理想の学校」を開発 。実施した。校内研修「理想の学校」は、
外部人材によつて開発された校内研修ではなく、筆者、メンター、大学指導教員、シミュ
レー ション参加者などの協働によって開発・実施されたものである。「学習する組織」への
変容を企図した筆者と大学指導教員が、メンターや管理職と、A中学校の実情やニーズを
捉えながら、協議を重ねた結果、学校現場から乖離したものでない研修としてつくりあげ
ることができたのではないかと考えている。
その点において、本実践研究における校内研修の開発・実施は、学校現場と教職大学院
との協働の一つのモデルを示していると捉えることができる。本実践研究を土台とし、各
学校において、実効性のある組織的生徒指導体制の構築を図るとともに、学校現場のニー
ズに応じた教職大学院との連携が一層促進されることが望まれる。
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Appendix
l 全校授業「授業の約束事づくり」の実際
全校授業 ll授業の約束事づくり」は、11月中旬～12月上旬の期間、A中学校の学校長、教頭、生徒指導主事(メンター )の3名が核
となり、筆者、大学指導教員との協働のもと、協議を重ねて策定した 先進的な取り組みを行つている和歌山県教育センター での研
修をふまえ協働策定した原案を基に、大学生を対象にシミュレー ションを行い、授業の流れや課題の投げ力ヽす方、時間配分などの精
緻化を図つた
C方法
校内研修 欧 の学校」で活用した学習する組織論を応用して行う。
テーマ:蝶の約束事づくり」 授業者:学校長
対象者:在校生184名(6～7人の異学年グループで活動、グループ内に同じクラスの生徒ができるだけ重複しないように配慮する。)
―
:`≧老畑岡Jミ
②全校授業の主旨
楽しく充実した授業を受けるための約束事について全校生徒で協議し、具体的な取り組み課題を作成・遂行していくことを通して、
校内研修「理想の学校」で掲げた「自ら成長していくために、自主的に取り組む生徒」を実現するきつかけとする。
い 容
a アイスプレイキング(15分)
異学年でグループを構成するため、話し合い活動が円滑に行えるようにアイスブレイキングを行う。本授業では全4徒の参画が重
要となるため、今年徒が意見を表明しやすくなるように、言語を介さない身体的接触を中心とした活動(「サメとサケ」)から、「自己
紹介」、グループ全体でのコミュニケーションを中心とした協働作業で目的を達成する活動(カー ドを使つた「お店探しゲーム」)へと
段階的に、異学年生徒間の交流を進めた
bグルー プ(6カ作業は5効
授業の受け方に関する約束事について話し合い、決定していく。決定する項目は3つである。暖業の前」、暖業の中」、蝶 の後」
である。蝶 の前」と 暖業の後」は共通する時間帯ではあるが、次の授業に向けた時間である 暖業の前」と授業終了後の「授業
の後」として、区別して約束事を作成する。
まず、グループ内で2人組をつくり、約束事について話し合い、3つの項目についてそれぞれ約束事を決定する。次にグループ全
体で3つの項目についてそれぞれ1つに決定する。
cクラス湛置К40効
″レー プ内で話し合つた約束事を、自らのクラスに持ち帰る。グループ活動と同様に、クラス内で2人組をつくり、各グループ活
動で話し合つた約束事(授業の前、授業の中、授業の後)について話し合い、クラスの取り組みを1つに決定していく。次に2人組同
士で4人組をつくり、2人組と同様の活動を行い、これを8寿蠍 16メ確kクラス全体へと人数を増中して行う。最後にクラスで各
項目1つの約束事を決定する。
図5 グルー プ内での話し合いの例0謗渤決ゞ定された約剌
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私語しない
。みんなで意見を交流し、 1つの方向性を出していく方法として、今回の手法は有効な手法だと思う。生徒の目線に立つことも大事
だと改めて気づかされました (“代 男D
。理想の学校と一言で言うけれど、さまざまな視点があることに気づくことができてよかつた。点数イヒするのは初めてで、そのよう
な手法があることを知った そして、達成度の点数評価の違しヽ4れヽたち感覚の違いと視点の違しヽこよるものだと思つていたけれど、
そのあたりが一致しないと生徒への指導もばらついていくのではないかと思つた。今後はもつと達成目的を確認しながら動いていき
たいと思う。C40代劇D
・生徒の視点から見ることでこれからどんなことをしていくのか方向性が見えてきた。生徒の視点から考えると学校が生徒の自主・
向上を"吾してしまっているという印象を受けた。改善点がいくつか挙がつたので、自分のできることから見直していきたし、学校
を見通す良い機会になつた (20代男0
。普段は生徒に活動をさせている側だが、自分たちが活動するというのはとても新鮮だつた 他の先生方がどのように考え、見てい
るのかもわかつてよかった (20代 男機
。ブレー ンストー ミングやKJ法を自らが活動してみるのは初めてで体験できてよかつた 数値イヒして目標を共有する方法もよかつ
た 朝からバス停の掃除を行いました、研修でやる気がでた 140代 男働
・グループワー クを通してさまざまな意見が出てきて課題が浮き彫りになり、数値化も含めて驚きだつた。なかな力畔牧または教師
という“ワク"の中からはみ出して考えることが難しいということがわかった 生徒目線での意見はおもしろかつた (50代 aFD
。自分の考えを書いたり話をしたりと一方的に話を開く研修ではなくとても参加できる研修でよかつた。自分の中でもいろいろな考
え方の変換ができ、2学期の授業等の中で実践してみたいアイデアも思いついた (3Cl代男鶴
・よい学校にしていくために必要なことは今回の話し合いでまだまだたくさんあるなと感じた。なかなか生徒目線に立って考えるの
が難しく思えた (50代男働
・グループによつても個人によつても理想としている学校申 の評価が違い話し合い整理できて有意義だつた。学校には生徒
も教師も含めていろいろな個性があるから面白くなつていくのだなと感じられた。最終的に先生たちの気持ちが新学期に向けてポジ
ティプになれたことが1番よかつたと思う。今後も生徒の目線を大切にしつつ工夫してしヽする集団であればと思いますX40代如
3 全校授業「授業の約束事づくり」実施後の教員の感想
。校長先生が全校生徒に向けて授業をされて、自分たちが考えたルールを守ろうという取り組みをされたことに大きな意義があつた
と思います。今後、生徒のモチベーションを維持継続させられるように私たちも頑張りたいと思います。140代地
。生徒がルールを決めていく際、おもしろい意見がいくつかあつたが、決勝に進むにつれて、意見が抽象的になってしまった。この
細力ヽ 意見を取り込める方法はないだろう力、 120代 男D
・後半の1時間の取り組みで、人数が増えていくときに、まわりの声もあつたりして集中しにくく、話し合いがしづらかったように
思います。後半1時間はクラスに戻つて、じつくり話し合いをしたのが、よかつたと思います。なぜその意見にしたのかを聞いて、
しつかりと考えて上でひとつにまとめられればと思いました 140代男機
。「授業の約束事づくり」の2時間の取り組みは良かつたと思う。ただ、生徒の側も教師の側もこの2時間の取り組みで「やりきつた
感」があるように感じる。ここからが本当の出発点で、これから1週間、1カ朔、3カ明先までのタイムスケジュー ルの把握が大切
であると感じる。特に生徒は、何のためにこの取り組みをしたの力理解が充分にできていないように思えるので、生徒会を中心に何
度も振り返り、できたことを評価していく必要がある。(51p代男υ
。導入のゲームから生徒に参加意欲が感じられ、5～6人の異学年小集団の効果も大きかつたのではないかと考えます。集団の中に
先生が入つて頂いたり、課題遂行を先生方に見て頂いたりする様子は大変ほのぼのとしており、先生方と生徒との間にある、日頃か
ら築かれた信頼関係も垣間見ることができ、とてもほつこりするような体験をさせて頂きました。130代男0
・クラスに戻つたときの最初の段階で、自分たちの候補だけすぐに決めてじっくり話をせずにいるのを流してしまつたので、その後
も早く決めてダラダラさせてしまった プリント類を配るタイミングや生徒に書かせる内容などもつともつとシミュレー ションして
お力ないと、と感じた 140代男D
。授業のたびに振り返つていきたし、 (411代男FD
4 全校授業「授業の約束事づくり」実施後の生徒の感想
・クラスで決めたことを行つていこうと思つた (3役D
・あまり意見を出せない人でも意見が出せると思つた (3役D
。はきはき言えることができて、1年とか2年のときと比べて成長できたなと思いました (3役D
。良い目標が決まったと思うので、これからは、実行していきたいと思いま丸 (3聟り
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。みんなで作つたものだから守りたいと思いました (がマD
。これら力ヽま、今日から3日間が過ぎても守つていこうと思いました (2役D
。今日決めた目標をしつかり守れるようにまず今週しつかり意識していけたらと思います。(ν載D
。クラスみんなで目標を決めるのはいいことだと思う。この目標を生かして過ごしやすい学校にしていきたいです。(10
。いろんな案をこれから少しずつでも取り入れて、過ごしやすい学校にしていきたいです。(“フD
。先生にわからないところを聞きに行くとか3分前に座るとか全然意識してなかつたから、これからは意識しようと思いました (1
物
。今日をきっ力ヽすに自分の意見を言つたり発表したりしたいです。(1物
。男子の意見には男子、女子の意見には女子みたいになつてしまったので、その点はいけなかったなと思います。(lZttD
・和ままず「チャイムが鳴る前に着席する」というのから頑張つてみたいと思つた (1物
5「研修を行つたことで教員のコミュニケーションにどのような変化力ヽ見られましたか?」
。研修の際に、意見を色 聞々かせてもらつたことで、その先生の立場や考え方がわかり、話しやすくなった 小さい学校なので、も
つと学校やクラスをこえて担任の先生のフォロー ができるようなコミュニケーションがとれれはいいと思う。140代麹
。他の先生が、どのようなルールを作つて授業しているか聞く機会があつた (20代 男D
。それまでよリコミュニケー ションはとれていたとは思いますが、より様子がわかるようになりました 140代鶏
。新しいとりくみをやる気概が感じられました (40代男rD
6「自らの価値観翻訥輌歎 教育働 を具体的にどのように問い直す(見直つ ことができましたか?J
。何となく漠然と考えていたことが、明確になったことにより、手立てがわかった。また、今までやつてきたことがまちがつていな
かつたと自信が持てたのがうれしかった (50代劇D
・普段は生徒をよく見れていないので、今回はよい機会であつたし、これからは見ようと思えた 140代 男FD
・教員側の希望と生徒側の希望とを両方考慮して、教室や学校づくりをしていくことが理想だとは以前から考えていたが、実際現場
に入るとこちらの要望を強制していたところもあるので考え直していきたし、●0代 男D
7 メンター(連携協力校生徒指導主→ へのインタビュー
・生徒指導主事として今年度の生徒指導をどのように進めていこうと思いましたか?
去年、生徒、教師の強みと弱みを洗い出した。生徒の自尊感情が低いからそれをほめて伸ばしていこうというのがでてきてたので、
それなんと力嘆行しようと動こうと思つていた。どこまでできた力ヽま定かではなし、
・教職大学院から院生力制 に入つたことをどのように受け止めたか?
来るまではどんな人物かわからないので不安であつた。学校を客観的にみてくれる。批判的なことばかりではなく。学校の響質を
聞きながらやってくれたのでよかった。不安もなくスター トを切れた 子どもに近い位置でいてくれた 1年目ということで接する
ことに臆病になる。学校文化はよそからの研修や研究に抵抗感がある。
。「理想の学校」をテーマに取り上げたのは、なぜか?
事例研究は難しかつた 実際これになつてよかつた。なんとかこの学校を良くしたいと先生方が思つていたことを知ることができ
た それが結局どの方向に行きたいのかあつちこつちしていた。基準を厳しくしようとカツレ ルーをきつくしようとしていたが、実際
のところ、みんなの理想はどこにあるのだろうと思つた 指導を厳しくすることやルールをきつくすることがみんなの理想ではない
んだろうなと思う。改めて取り上げたことによつて、先生方もやりやすかつたやろうな一つて。こつちのほうがやりやすいやろなと
感じた そもそも根付いてる文化があるので、掃除の事例研究は難しいやろうなと思つていた
・校内研修「理想04」をどう思つたのか?
違和感なく受け入れれた いろんな人の色んな意見がでるやろなと思つた いろんな発想つてでてくるんやろな―つて。どうすれ
ば伝わるか理解してもらうかを考えることができた 点数化についての抵抗感もなかつた。あやふやにならず明確でよかつた 点数
の幅の広がりで議論するのもおもしろし、点数化の基準をはつきりする。
・2学期以降の教員集団の変化はどうか?
変化自身は、個々の先生方ではあったが、それを共有するような話はなかつた。その都度はしてなかった。尻すぼみになつてしま
つた 何かしらの方法が欲しし、やつばり、話す機会が取れなし、タイミングでなにか方法があればな。常に思いだせるような凱
和歌山のような例。やつてきたものを貼り出す。研修をしてから、では2学期でつてのは難しし、
・具体的なアクションを行う上での迷いや葛藤はなかつたか?
わちゃわちゃした実態に対する職員の思′、異学年交流の難しさ。みんながやろうってなるか不安であつた
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・全校授業を校長先生が行つたことについてどう思ったのか?
大きい意味があつた。普段していない先生の授業のため緊張して取り組めた。生徒の意識に根付いたのではないだろう力、生徒が
頑張れる姿は校長先生がしたことで生まれたのではないだろう力、だから次も校長先生にしてもらいたし、校長先生がするんだから、
それならやろうよとなつていたと国思う。根つこの部分で信頼されている校長先生。よく気遣いをしてくれる校長先生が言うことな
ので、やっていこうよ。
・全校授業をしてみてどうだつたか?
取り組み自体も活発やつたし、先生方のフォロー が絶妙であつた。その姿をみて、やつばリプロだなと思つた
。生徒がどのように変化したか?
随分意識してやつている。先生の声かけもあるが。生徒の変化に伴つて、教員の行動も変化している。生徒指導委員会で継続的に
呼的 すヽている。声かけるだけなので教員の負担が少なし、プロセスはしんどかつたが、それを継続するのは手軽である。大切にせ
なあかん部分が日に見えてわかる。小学校におとしていきたし、月難 でも全部これをやっていきましょう。4 中ヽ連携で使いたし、
9年間で根付かせたし、月ヽ中連携でなにかしたいなと思う。小学校に売り出したし、それぞれの小学校の理想はどこにあるのだろう。
それを集めてひとつにしたし、職員の異動があつても、根付力せていきたし、ダブル。ループが日から鱗た その発想はなかなかし
なし、これは持たないといけないな。そもそもこれつてどうなんと問う。議論を時間的に深めきれなし、発想を提供することが必要。
年度始めにするのがベスト。夏休みにチェックする。校長が変わるのが難しし、文化として根付いていくものとしていけたらな。
落ち着いてきて取り組みをやめる怖さはある。引き継ぎが重要。
・昨年度から1年を通して学校の変容を時系列でみたときにどうかつ
大きな変化はなかつた。なにかを始めなあかんな―、せなな―、やつてみたで作つてみたでというのは思いはある。それがちょつ
とずつ形になり始めている。3年ぐらいのスパンで形にできたらなと考えていけ!れヽいのかなと考えている。去年のSWOr分析の研修
からの続きができてよかつた 4月に入るまでになに力提案できたらなと。
・自分自身の1年間での変容はどうか?
最初はなんとかせなという発想しかなかったも自分がなんとかせな。そのために何をしたらいいのか、どんな提案をしたらいいの
か、どんな取り組みをしたらいいのかずつと悩んでいる。講義よりもよかつた。勉強し直さないとなと駆り立てられている。勉強し
たいなとはある。研究論文についても読んでいきたいなと思う。振り返ることができたし、変わりたいなとも思うようになつた。自
分自身の価値観は揺さぶられたが、どのように変えたらいいかを悩んでいる部分もある。そもそもどうしていつたらいいんだろうな
と思うところはある。学年目標の提示をしていかないといけないなと思う。ベースをふまえた上での、3年間の目標を見据える。価
値観を問い直せなかった意見が多かつた。しかし、個人の感覚ではないだろう力、グループ活動をしながら、自分に返していただろ
うと思う。省察していたことを意識的にしていないから、感想になつてないだl九 考えてはいるけどやつていないことは、考えてい
ないのと一緒ではないかと考える教員が多し、発想はしていても行動はしていないから、変わつてないと答えてしまう。考えるきつ
かけにはなつていると思う。
・変容した場合に何がその変容を生み出したのか?
若い教師の素直な意見割思いを開くなかで、今までの固定観念を見直すことができた
。メンター としての迷しヽまなかつたのか?
僕にはそんなことはできないと思つていた。なにをしていけ|れヽいのか不安であつた でもな、現状はこうなんだということを話
すことができた やつていくうちにおもしろかった
8 学校長へのインタビュー
・校長としてとして今年度どのように進めていこうと思うか?
去年、一昨年いろいろな事案があったので、学校を立て直す。つまり、授業が成り立つような「普通の教師集団づくり」をしよう
と考えていた 生徒が荒れることはある。生徒の荒れを通して、教師集団のチームワー クなり組織のありようががたがたした 教職
員集団を立て直して、生徒にかかわっていきたし、なんでもいいから人を増やして、余計学校が回らなくなつた。人を増やせばいい
ということではなし、問題への後追しヽこなり
・具体的に学校としてどうしようかと考えていたか。
3年生の職員体制をどうする力、学鋼配当に頭を悩ませた 学年代表クラス担任を誰にお願いする力ヽこ1番気を遣つた 昨年度失
敗したので。
・-30院 生が学校現場に入つたことをどのように受け止めたか?
閉鎖的な学校現場に外部の人材を投入することは大切だと思う。大学からの人材は大きし、 日の前の事案に振り回されて、理論的
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なバックボーンや背景がないので、理論を持つた大学院生の導入は非常に助かつた。管理職として、紆余曲折してはいけないし、そ
のためのアドバイスをいただけた
・現場と大学の連携を進めるためには?
大学の先生の定期的な訪間はあるが、働 明何週間に1回しか来られないので、常時学校に入つているというのが大きし、大きな
事案は扱うが、日常的な事案を扱い切れないし、学校の組織特性を理解してもらえてるし、意思疎通には重要である。現場と同じよ
うに動いてくれる人と大学とのつながりをもつてくれる人材は大事である。日々 迷いがあるので、現状の課題を大学で冷静に判断で
きるような人材。教職員であつて大学で勉強し、実情に合わせて理論をあわせていく。職員であり続けながら、院生でもある立場が
必要。内部性と外部性を備える。日常的なやり取りを継続的に続ける。しんどいときは負い目があるので委員会や大学にお願いでき
なし、今回の実践を通してより思うようになつた しんどい時こそ理論的な背景が欲しし、
。これまでの研修との違しヽこついて、どのように思うか?
県外の事例を参考に、研修内容。方位法について時間を力ヽすて作りあげていつたのがよかつた 理論を実情にあわせられた 院生
を通して大学と繋がれたのもよかつた。今回の全校授業の企画は成功例じゃない力、普段の研修が実践に結実していなし、やるだけ
やって去っていく。常時学校にいて常時大学とつながつていることが重要である。
・「理想の学校」をなぜ取り上げたのは、なぜか?
多くの生徒が学校の現状を誤認識していたのではない力、学校の本来の姿を生徒に経験してもらいたし、だから理想の学校に意を
固めたし、自分自身も考えた 荒れが収まればよいわけではなし、生徒の学校に対する思いでイメー ジまでも変容させたかつた
。校内研修「理想の学校」をどう思つたのか?
開いたテーマとイメー ジが違っていた 自分が描いていた理想の学校はやつばり古かつた。自分が描いていた理想の学校は、生徒
が主役の学校ではなかった 異色のような取り組みに感じられた 若い教員との違いを感じ取れた
・2学期以降の教員集団の変化はどうか?
2学期当初は大きな変化はあまり見られなかった 何かできないかなと□思つていた それぞれが胸に秘めて取り組んでいるかな
と感じていた 全校授業に踏み切つたのは、教職員全体でなにかできる企画が欲しかつた みんなでなんかをやるには自分がやるの
がいいなと思つていた 職員集団が一体となるものが欲しかつた 全校授業を通して職員集団が変容していつた
校内研修だけで進んでいたら現状のようにはなつていなし、理論を実践することを組織全員で実感することができた
。具体的なアクションを行う上での迷いや葛藤はなかつたか?
研修後なにかもやもやしていた 何か理論を実践にできないれ 迷しヽまほとんどなかつた
・昨年度から1年を通して学校の変容を時系列でみたときにどうかつ
日々 の事件対応に追われていた。昨年度、授業が成立しない荒れになつていつた。一昨年度から昨年度にかけて人事を考えたが失
敗に終わつた 昨年度は絆創膏を上から上から貼つていく対応になつていた 男性で生徒指導ができる、若い教員を増やしたかつた
外部機関との連携
`大
学、他の教育機関と1年間を通して連携できた 人事の配慮もできた。良いスター トができたと1学期当初は
感じていた。大きく体制の立て直しが行えたのがよかった。その後小さな波はあつたがなんとかやってこれた 研修を教員が落ち着
いて行えた 振り返るよいきつかけとなる研修であつた 落ち着いたタイミングでできたのがよかつた 生徒主体の学校が理想だと
気づけた
・曜螢貝0"科知 を行う時期について。
昨年度のようなばたばたした状況で、今回のような研修をしても今回のような結果にはなつていないと思う。職員集団や研修が頭
になかつた 他の事案への対応が最優先であつた。ある程度落ち着いたタイミングで行えたのが良かつた。時期と実情に合わせる必
要がある。
・自分自身の1年間での変容はどうか?価値観の省察はあつたか?
生徒の変容は期待通りであった 学年があがることもあつたし、人事異動もあつたので。自分自身の変容はあつた。日常をこなし
ていくという価値観であつた。自分から理想を抱いて行動することはなかったが考えるきつ力ヽすになつた 価値観の変容はあつた
価値観の変容で1番大きかったのが、組織の変容である。人事異動をふまえた上で、研修と全校授業が起爆剤となつた
。変容した場合に何がその変容を生み出したのか?
教師集団の変イヒ、若手教員の導入による職場の活性化、諸機関との連携の強イヒ これらの現状をふまえて、なにかできるのではな
いかとやる気が出た マネジメント学校経営に抵抗があつたもメダカの学校が身体に染みついていた。重層組織が苦手だつた 環境
の変イヒもあり、自身の変容もあつた。授業を行う視点ができた。みんなで一緒になにかを行つた 体験が変容を促した 教育活動の
中で一体感を経験したことが職員集団の一体感につながり、変容を促した要因であると思う。
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